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LAPONITE-XLS

LAPONITE-XLS
合成フィロケイ酸塩をベースとした水系用レオロジー添加剤
パーソナルケア用途でチキソトロピー安定化に有効

製品データ

組成
合成（変性）フィロケイ酸塩
(INCI名: リチウムマグネシウムナトリウムシリケート（ナノ）, ピロリン酸4ナトリウム)

一般性状
本データシートに記載された数値は代表値であり、製品規格ではございません。

かさ密度: 1000 kg/m³
pH (水2 %): 約 10
含水率: 最大10 %
ふるい残渣 (60 mesh/250 μm): 最大2 %
表面積: 330 m²/g 
ゾル安定性 (24 h) : 最大 50 cP
分散率: 最大 40
鮮明度: 最大 20
鉛含有量: 最大 5 mg/kg
ヒ素含有量: 最大 1 mg/kg
総生存数: 最大 750 cfu/g
色: 白
形状: 流動性粉末

貯蔵および輸送
LAPONITE-XLS は吸湿性があるので、0℃～30℃の温度で、未開封の元の容器で乾燥した状態で輸送
および貯蔵をして下さい。

適用分野

パーソナルケア

特長
LAPONITE-XLSは、pH6.5以下の処方に適しています。水またはアルコールの水溶液中で膨潤し、ゾルとし
て知られる低粘度の無色透明のコロイド分散液を生成します。水中の添加剤濃度が10%の場合、これらは
24時間まで流動性を保ちます。無機リン酸塩はCa2+イオンとMg2+イオンの効果的な隔離剤であるため、
本添加剤は硬水での使用にも適しています。LAPONITE-XLSが提供するユニークなキソトロピー処方によ
り、パーソナルケア製品の皮膚感触が改善され、軽くべたつかないテクスチャーが生まれます。さらに、この
添加剤はエマルションの安定性を高め、粒子、顔料、固形活性剤の沈降を防ぎます。40%までのエタノール
溶液に相溶します。共増粘剤と併用することで、60 %を超えるエタノールを含む処方にも添加できます。 
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LAPONITE-XLS

推奨用途

クリーム、ローション X

日焼け止め製品 X

脱毛クリーム X

シャワージェル、シャンプ－ x

液体メイクアップ x

アイメイク x

■ 最適     □ 適

推奨添加量
用途に応じ、全配合に対して添加剤として、0.1–5 %  

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定してください。

添加方法
LAPONITE-XLSは、15～25℃の脱イオン水に高せん断下で10～30秒以内に安定的に添加してください。乱
流渦流が形成され、粉末がよく分散され、塊が生じないように、十分に速く撹拌してください。完全添加後、
そのまま20分間撹拌を続けます。完全に分散すると、無色透明で粘度の低いプレミックスが得られます。
このプレミックスが配合の他の成分と組み合わされると、瞬時に粘度が発現します。これには温度、電解
質、pH値が影響します。

特記事項
LAPONITE-XLSはカチオン系化合物との相溶性はありません。pHを下げるには、クエン酸、乳酸 またはリ
ン酸二水素ナトリウムを、また、pHを下げるには、水酸化ナトリウムをお薦めします。
この添加剤は弱塩基性であるためpHを上昇させる可能性があり、初期pHを目標pH以下に調整する必要が
ある場合があります。
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